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２０２６春闘でかち取った諸要求の４項目の中に帰省旅費の年間使用回数

の拡大（年４回⇒年６回）があります。変更点と注意点について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

貨物労組 
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・月２回までの使用制限は継続 

・年度途中で２９歳を迎えた場合は

期間に応じて減じた回数が支給と

なる 

・自分名義の領収書が必須 

注 意 点 

 

① 管理職、“満２９歳未満”の社員を除く“独身者” 

② 帰省距離（新居住所から帰省箇所）が道のり 

営業距離で１５０㌔以上 

③ 公共交通機関の利用（自家用車は不可） 

帰省旅費の支給条件 
 

 

・支給距離の縮小 

 現行の１５０㌔では東京～高崎・宇都宮・甲府 

（いずれも約１００㌔）は支給対象外となっている。 

・対象年齢の引き上げ 

社会的に晩婚化が進み、従前の平均結婚年齢が

ひきあがっており独身でいる期間が伸びている。 

今 後 の 課 題 
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